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県内医療の未来のため、愛をもつて研修医を育てていく

総合臨床研修センター長 高 田 清 式 医 師
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研修医が研修先病院を決定する「研修

医マッチング」で、平成23年度の愛媛大学

のマッチング率は、全国国立大学で8位の

89.6%と いう結果となりました。(愛媛県全

体では699%、 都道府県別順位22位 )こ

の結果は、多くの研修医が愛媛大学・愛媛

県で研4多を受けたいことを示しています。

当院では、病院全体が「チーム愛媛大

学」という1つのチームとなって、医師不足

に悩む県内医療の充足を図るために様々

な試みを行ってきました。医師やコメディカ

ルスタッフは「若い医療従事者を育てよう」

という意識を強く持っています。指導医は

指導医講習会を受講し、研修医を指導す

るための教育を受けています。ここでは、

研修医だけではなく指導医に対する教育

も行っているのです。私自身、毎週 1、 2回

は指導医に直接会い、研4多 医と指導医が

連携できているかをチェック。もちろん、毎

週全ての研修医と話し現状を把握します。

同時に、病棟スタッフに研修医の働きぶり

をヒアリングし、必要であれば研修の軌道

修正をするようιこしています。教育研修施

設も充実してきました。数多くのシミュレー

ターを導入し、最新設備で高い技術を身

に付けてもらえるようにしています。6月 に

は、学生 。研 4多 医教育のための施設「地

域医療支援センター (仮称 )」 が完成する
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PROF:LE
たかだきよのり◎大阪府出身、愛媛大学医学部卒業。

1981年 から愛媛大学医学部で研修医。専門分野は消

化器内科学、感染症をはじめとした総合内科医。松山市

エイズ対策推進協議会会長、愛媛県感染対策協議会

副会長。2005年、総合臨床研修センター専任助教授

として就任、2007年 同センター専任教授。趣味は愛

犬・アラスカン・マラミュートの散歩。

予定です。1階 はポリクリ用ロッカーとカン

ファ室、2階 は地域医療関係講座と総合

臨床研修センター、3階 はシミュレータール

ームが設置されます。

県内の医師不足が問題となる中、いか

に研修医を県内に呼び込むかは非常に重

要な問題です。県全体で意識共有をし、

病院同士が協力しながら研修を行う初期

研修プログラム、通称「アイ(愛 )プログラ

ム」もあります。当院でも、更に研修内容

や環境を改善しなければなりません。そし

て、診療・教育・研究全てにおいて国内

外トップクラスとなるよう努めていきたいと

考えています。
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地域医療支援センター (仮称)の 完成予想図。

2009

心血管・脳血管造影シミュレーター。国内7台 目(国立大学では4台 目)。



女性医師が働きやすい環境を整え、さらに活躍できる場を

DOCTORS VOiCE

皮膚科

内 科

藤山幹子 医師

飯尾千春子 大学院生医員

の患者さんが入院中でも、夜間はチームの

他の医師に担当してもらうことができます。

子育て中の女性医師にとっては非常に有

用です。今後推進していきたい制度です。」

飯尾「私はこれからも子育てと仕事を両

立させながら、医師として社会に貢献して

いきたいと思っています。後輩たちに、私の

ような選択肢があるということを知ってほし

いです。」

藤山「女性医師の数が増えてきたとは

いえ、まだ充分ではありません。女性医師を

増やすためにも、大学のバックアップを受

け、働きやすい環境づくりに取り組みたい

と思います。」

PROFILE
とうやまみきこ0愛 媛大学医学部附属病院・皮膚科

助教。1989年 愛媛大学医学部卒業。卒業後、当院

勤務。その後、松山市民病院勤務を経て再び当院へ。

薬剤性過敏症症候群の研究を中心に活躍。12才か

ら18才の3人の子供を持つ母でもある。趣味は読書。
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藤山「近年、女性医師の数は確実に増

えてきています。それは、本学の学生数に

も顕著に現れています。約30年 前の昭和

53年 は男子509名 に対し女子48名、平

成22年 :こ は男子375名 に対 し女子 は

206名とナ曽えています。」

飯尾「私は高知大学から研修医として

愛媛大学へやって来ました。ここには院内

保育所 (あ いあいキッズ)やマドンナドクタ

ー養成プロジェクトなど、女性医師が働き

やすい環境があると感じています。初期研

修中に子供が生まれ、今は大学院に所属

しています。産体を取る際、総合臨床研修

センター長の高田先生には手続きなどで

大変お世話になりました。子育てと仕事を

両立させるため、基本的に転勤のない大

学院を勧めてくれたのも高田先生です。」

藤山「高田先生はセンターの活動の他、

マドンナドクターも積極的に推進してくださ

っています。マドンナプロジェクトでは、出産

や育児で離職した女性医師が職場に復帰

できるように様々な支援を行っています。ま

た、女性医師と女子学生の交流会 “マドン

ナサロン"を 開催しています。先輩の女性

医師がどのように結婚し、子供を育てなが

ら働いているかを知ってもらう機会です。こ

のサロンは非常に好評で、参加した学生た

ちは自分のキャリアについてイメージを掴む

ことができているようです。」

飯尾「私も交流会には参加しました。私

はまだ研 4多 医なのでキャリアアップの話は

できませんでしたが、他の先生方が自分自

身のキャリアについて話していらっしゃいま

した。私自身が産体を取る時は、身近に似

た立場の人がいなかったので、人づてに先

生を紹介してもらいました。共に戦う同志と

して (笑 )、 色々と励ましとアドバイスをもらう

ことができて心強かったです。」

藤山「あと、女性開業医との交流の機

会も設けています。これは県医師会の女

性医師部会が企画され、一昨年から、女

性開業医の方に講演をしていただきまし

た。また、附属病院にも支部として女性医

師部会があり、現在は私が部会長を務め

ています。女性医師部会では、学生との交

流の他、マドンナドクターからの相談にも応

じています。」

飯尾「私は院生なのでマドンナドクター

ではないのですが、この制度によってもっと

附属病院が結婚・出産をしても女性が働

きやすい病院になってくれると嬉しいです

ね。私や他の女性医師のような人が増え

てくれると良いなと思います。」

藤山「結婚・出産後も働く女 1■ 医師を

増やすためには、3つ の課題を解決する必

要があると私は考えています。1つ 目は、家

族の理解・協力という家庭環境問題。2つ

目が、働く意欲の維持という本人のモチベ

ーション問題。そして3つ 目が、休日取得な

どの職場環境問題です。病院として最も改

善しやすいのが、3つ 目の職場環境です。

当直の免除などをしていますが、皮膚科で

は“チーム主治医制"ιこ取り組みはじめてい

ます。チーム主治医制であれば、受け持ち
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いいおちはるこO愛 媛大学大学院病態情報内科学

第二内科、大学院生医員。2009年 高知大学医学部

卒業。初期研修医として当院に勤務し、現在は循環器

内科専攻医。趣味はテニス、旅行。
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愛媛大学医学部附属病院 センター・
お気軽にご相談ください

施設トビックス

屈折矯正センターを開設

写
「
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屈折矯正センターでは、より快適な見え方を提

供するために、一人一人にあった最新の医療を提

供いたします。

現在、国内でも100万件以上が行われていると
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いわれているレーシック手術。残念な

がら、トラブルも報告されています。当

センターでは、最新のフェムトセカンド

レーザー (写 真)を 国内でもいち早く

導入。最も安全なレーシック手術を提

供することが可能になりました。また、

手術はちょっと…と思われる方には、

寝ている間にコンタクトレンズを装用

して近視を治すオルソケラトロジーな

ど、最新の近視治療をご紹介します。

また、年齢を重ねれば老眼になるの

は当たり前でした。ところが、自内障手術時のオプ

ションとして、多焦点眼内レンズを使用することに

より、老眼対策が行えるようになりました。ご興味

のある方はぜひご相談ください。

関連病院長会議を

開催

平成23年 1月 22日 (土 )、

松山全日空ホテルで第22回

愛媛大学医学部関連病院長

会議総会を開催。本院と人事

交流がある県内外の関連病院

長、本院の基礎系及び臨床系

の教授、中央診療施設等の部

長等あわせて約 120人が参加

しました。会議では、大西丘倫

医学系研究科長、横山雅好医

学部附属病院長からそれぞれ

医学系研究科・医学部附属病

院の現状等について報告があ

り、続いて各協議会からの報告

を行いました。また、附属病院

の三浦裕正整形外科教授、佐

野由文呼吸器センター長から

講 )寅 を行い、参カロ者は両講 ,寅

に熱心に耳をイ頃けていました。

屈折矯正センター 8089960‐ 5563

院内暴力対応訓練を実施

平成 23年 2月 8日 (火 )、 院内の暴力行為

における対応を学び、身につけ、患者や医療

関係者等の身を守ると共に安全医療を心が

けることを目的として、医師・看護師等職員を

対象に護身術の訓練等を行いました。愛媛県

警察師範他 2人の指導員を講師として迎え、

医師・看護師。検査枝師・放射線技師・事務

職員。医学生等 102人が参加しました。今後、

現実に直面した場合、この訓練を役立て対応

していきたいと考えています。

医療サービス課医療福祉推進チーム

8089-960-5125
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附属病院ボランティア「もヽきいき会」、

東温市長より表彰

平成 23年 2月 2日 (水 )に 開催された第6

回東温市社会福祉大会で、「いきいき会」は

市長から表彰を受けました。これは、同市で多

年にわたり社会福祉活動に従事し、地域福祉

の増進に寄与した団体に贈られるものです。

本院が「もヽきいき会」と一体となって地域の病

院として貢献している事が認められたもので

す。受賞は今回が初めて。本院が取り組んで

いる地域貢献の一つの成果とな
'ノ

ました。

医療サービス課医療福祉推進チーム

8089-960-5125

編集後記

東日本大震災の被害にあわれた皆様

に、心からのお見舞いを申し上げま

す。日本中が悲しみに沈みこんだよう

な毎日ですが、それでも桜の花は咲き、

若い人たちの門出の季節が巡って来

ました。今回の NViTAT10Nは 、愛

媛の医療を担う頼もしい若者たちを紹

介しました。この記事は震災の日の前

に出来上がっていたのですが、これま

でのどの年月にも増して、命と愛、人

の絆の大切さが問われる今、新しい

道に踏み出した彼らはきっと素晴らし

い医療人に育つてくれるものと信じて

います。がんばれ日本!愛媛大学の

教職員も医療支援に出動中です。

◎愛媛大学医学部附属病院広報委員会

委員長 檜垣賞男

◎表紙の人

病院長 横山雅好 (泌尿器科学教授)

総合臨床研修センター長 高田清式

新人研修医

―看護学科校舎の前にて一

〔
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愛媛大学医学部附属病院
〒791‐0295愛媛県東温市志津川 8089964‐5111(代 )

ホームページ http://www hsp ehime‐ u acip/


